B にて詳しく設定方法の説明があります。 

英語表記のため、日本語表記にするには日本語ツールをダウン□ー ドする必要があります。 
iTunes は Windows 了/ Vista の64ビット版〇 S 環境では WASAPI モードに対応していません。 
Windows Vista SP1 以降の対応です。 


Direct Sound 

Windows の標準オーディオドライパー。通常 USB オーディオアダプタなどを接続 
した際に動作します。 Direct Sound を使用時の設定は ® ビットレート/サンプル 
レートの設定」を参照してください。 

WASAPI 

Windows Vista より搭載された〇 S 上で力ーネルミキサーをバイパスできる機能。 
(Vista SP1 以降で使用可能) WASAPI を使用時の設定は「0力ーネルミキサーの 
パイパス」を参照してください。 

ASD4ALL 

ASIO に対ましないオーディオデバイスから擬似的に出力が出来るようになるフリー 
ソフト。遅延が少なく、力ーネルミキサーをパイパスできる。 
http://www.asio4all.com/ 


•Windows XP 

ドライバー 

再生ソフト 

Direct Sound 

WASAPI 

ASI04ALL 

1 runes 

〇 

X 

X 

Windows Media Player 

〇 

X 

X 

foober 200 〇 ※ 2 

〇 

X 

O 


※iTunes/QuickTime をご利用の揚合は「0ビットレート/サンプルレートの設定」 

で設定をおこなってください。 (foober2000 等では設定する必要がありません。） 
また、 0-2.” サウンド出力”と 0-3.” 既定の形式”のビットレート/サンプルレートは 
同じ数値に合わせてください。 


2 . 【オーディオ】タブをクリックし、【オーディオの再生に使用】の 
’Direct Sound Windows Audio Session に変更し、 

【適用】をクリックしてください。 



上記以外の設定方法ちございます。詳しくはホームページでご確認ください。 
http：//www.ratocsystems.com/ 


^カーネルミキサーのバイパス 

一般的に Windows パソコンで再生されたデータはカーネルミキサーを経由 
して USB オーディオより転送されますが、カーネルミキサーを回避すること 
により音質向上が見込まれます。ここではカーネルミキサーをバイパスし、 
信号経路を短縮して再生する設定方法を説明します。 


[Windows 了で設定をおこなう例： iTunes 使用の揚合】 

OS 機能でカーネルミキサーをバイパスできる WASAPI 
(WindowsAudioSession API ) を使用した:設定(対)^表参照) 
※WASAPI は Windows7/64 ビット版環境では使用できません。 

1 . 【スタート】—【コント□ールパネル】から“ Quicktime” を 

開いてください。 


R/L 

RATOC Audio Lab 

USB Digital Audio Transport 

RAL-2496UT1 


ステップアップガイ 


2010年 2 月第 2.0 版 


本紙は、音楽ファイルをより高音質で再生するための設定 
ガイドです。ユーザーズマニュアルと併せてご覧ください。 



ラトジクシステ厶株式会社 
iff RATOC Systems, Inc. 


Windows PC 編 


H 再生ソフトとドライパーの選択 

RAL -2496 UT 1 は Windows 了/ Vista / XP に対疝していますが 
再生ソフトとドライバーの組み合わせにより再生できない 
場合があります。下記の表は音楽再生ソフト i Tunes/Windows 
Media Player / Foober 2 〇〇〇、ドライバ ー Direct Sound / WASAPI / 
ASI 04 ALL を例として OS 別に一覧表記しています。お客様のパソ 
コン環境と照らし合わせて再生ソフト/ドライバーを選んでください。 


•Windows 7 

ドライパー 

再生ソフト 

Direct Sound 

WASAPI 

ASI04ALL 

1 lunes 

〇 

〇※彳抑 

X 

Windows Media Player 

〇 


X 

foober 200 〇 ※ 2 

〇 

〇 

〇 


•Windows Vista 

ドライパー 

再生ソフト 

Direct Sound 

WASAPI 

ASI04ALL 

1 runes 

〇 

〇 ※ 3※斗 

X 

Windows Media Player 

〇 


X 

foober 200 〇 ※ 2 

〇 

〇 

〇 


12 3 4 

※※※ 




















































































BitLocker ドライブ暗号化 
塞 ^ Silicon Image SATA Controllers 
题 Windows Update 

ィンタ-ネット打ション 
コンビユーターの簡単提^センタ 
タスクパーと[Xタート]メニユ 

デパィスマネ-ジャ- 
tt ネツトワークと共有センター 
^ フオーマンス®とツーノレ 


ニンビニータ_二ちて— 


表示方法：大きいアイコン ▼ 


(H ノ |轉 ► コントロールパネル ► すべてのコント□ールパネル項目» 


▼ ] ▲ナ|厂ニントニーーフ -：'= = 




ビットレート/サンプルレートの設定 


OS エラー音を転送した<ないときは 


サンプルレート/ビットレートの変更設定をおこないます。格納された音楽 
ファイルと再生ビットレート/サンプルレートに合わせることにより、音楽 
ファイルとの同一性を保ちます。 


通常の設定では、すべての音が伝送されます。お使いの〇 S や再生ソフトに 
よって設定方法が異なりますが、エラー音をパソコン内蔵スピーカーで 
再生させ、音楽だけを伝送させる方法の概略を説明します。 


※VVindows XP では設定変更が出来ません。（カーネルミキサーでの自動選択となります） 
《 ASIO ドライバー/ WASAPI モード再生など力ーネルミキサーをバイパス設定している 
揚合、ここでの設定は反映されません。 （ iTunes と WASAR との組み合わせで使用 
している場合は設定が必要です） 


【 Windows 7 で設定をおこなろ】 

1 . 【スタート】—【コント□ールパネル】—【サウンド】を開きます。 


2.【 RAL -2496 UT 1 USB - Transport 】 をダブルクリックして 
【SPDIF インターフェイスのプ□パティ】を開きます。 


>サウンド 


ka -1 


Mi 錄音サウンド通信 


下の再生デ八イスを逞択してその設定を変更してくたでい: 




SPDIF インターフェイス 

RA レ 2496 UT 1 USB-TransDort 
既定 折パイス 


3. 【詳細】タブの”既定の形式”から、 pa こ格納されたファイルと同様の 
サンプルレート/ビットレートを選び、【適用】をクリックします。 


※音楽再生ソフトの出力設定が Direct Sound の場合 、 Windows 77 Vista では OS 上の 
仕様により 24 bit 、 88.200 Hz が表示されません。音楽ファイルと異なるサンプルレート/ 
ビットレートを選択した場合、音楽は再生されますが同一性が失われることがあります。 


【Windows Media Player 12 の場合】 

1 . 【スタート】—【コント □- ルパネル】—【ハードウ I アとサウンド】— 
【サウンド】をクリックし、【再生】タブで再生デノ K イスをパソコン内蔵 
スピーカーに 変更します。 

:サゥンド】 

再生 錄音|サウンド| 


下のデノ ^イスの再生デパイスを選択してその設定を変更して < ださい： 




SPDIF インターフェイス 

2- RAL-2496UT1 USB^Transport 
動作中 


3 


スピーカー/ヘッドホン 

SigmaTel High Definition Audio CODEC 

動作中 


2. Windows Media Player の【整理】—【オプション】をクリックします。 


〇 Windows Media Player 

c *• ライブラリ ► 


1璧理(〇) ストリーム (R) ▼ 再生リス成 ( C ) ▼ 

ライプラリの管理 (A) ► 

メデイア情報へ_更を適用(I) 

i m 

画像 

並べ替え⑸ > 

ナピゲーシヨンウインドウのカスタマイズ (N)... 

レイアゥト (L) ► 


( オプション (0) … ) 


a ビデオ 



3 •【デバイス】タブにて、”スピーカー”を選択し、プロパティを開きます。 

オプション |^] 


ブラグイン I ブライパシー F セキュリティ [DVD ] ネ讣ワーク 


音楽の取り込み 


デパイス 


書き込み 


パフォーマンス 


g CD 、 DVD 、 表示、スピーカ' およびボブルテフ S イスに閎する設定を行いま 
デパイス⑼ 


1 最新の情報に更新 ( S ) ( 


ブ□パティ (£) 


4 . ”オーディオデバイスの選択”を“ SPDIF インターフェイス 
【 RAL-2496UT1 USB-Transport 】 ”に変更し、適用を 
クリックします。 


スピーカーの プロ パテイ 


I v Ifarf 


スピーカー I _ 
ンド再生 

% 


オーディオデバイス 0 is 択 ( U ): 


既定のオーデイオデバイス 


既定のオーデイオデバイス 


^ □才-デイオ CD に24ビツトオ-デイオを使う⑵ 

このオプシ3ンを有効にすると、 HDCD など、离音黄のオーデイオ CD の音黄 
が最大限に引き出されます。橙室の CD の場合は、通常®音黄で再生され 


この;ンを有効にするには、24ビ计オーディオデパイ;^必要です。才 
-ディオ CD の再生中にサウンドまた li □ンピユ-夕-に問里が^する項合 
は、この？エックボックスをオフにして彼い • 


I キャンセルつ I 迪用 (6))[ ヘルブ 


※ iTunes など個別の出力設定がないアプリケーションの場合は、 

パソコンの エラー 音なども再生されます。 

【出力設定がないアプリケーションでエラー音などを再生させたくない場合】 
【スタート】—【コント□ールパネル】—【サウンドとオーディオデバイス】 

—【再生】タブで“ SPDIF インターフェイス 【 RAL-2496UT1 USB- 
Transport】” を既定のデバイスに変更後、【サウンド】タブの”サウンド 
設定”を「サウンドなし」に変更してください。 

(ただし OS 起動音、メール受信音などすベてのサウンドが OFF となります） 



SPDIF インターフェイスのプロパティ 


I 一 I 


全般サポートされている形式レベル 


《 I 既定の形式 J 

共有モードで赖されるサンプ;レレートとビツトの深さを暹択します。 


2チ V ネル、16ビット、44100 Hz 


z ( CD の音黄） -J 


2 升ネル、 16 ビット、 48000 Hz (DVD の音寅） 
#2 チ r ネル、 16 ビット、 88200 Hz (スタジオの音黄） 
2 升ネル、 16 ビット、 96000 Hz (スタジオの音黄） 
E 2 升ネル、 24 ビット、 44100 HZ (スタジオの音黄） 
2 升ネル、 24 ビット、 48000 HZ (スタジオの音黄） 
4 2 チ r ネル、 24 ビット、 96000 Hz (スタジオの音頁） 


[►テストぼ) ] 


既定値 I 浪す ( Q ) 


I OK I 匚キャンセル ] 〔 I 


2 チヤネル、 16 ヒツト 、44100 H 





























































































































Mac 編 


H 再生ソフトとドライパーの選択 

Mac では OS の特性上、カーネルミキサーなどを経由せずに USB オーディオへ 
転送されます。ドライバーは共通となりますが、再生ソフトは変更が可能です。 


•Mac OS X 


再生ソフト 

ドライ パー 

備考 

1 lunes 

Core Audio 

Mac 標準のオーディオ再生ソフト 

Play 

Core Audio 

http://sbooth.org/Play/ 

Cog 

Core Audio 

http ： //www.bridge1 .com/cog.html 


※詳しくは再生ソフトのマニュアル等を参照ください。 


Q ビットレート/サンプルレートの設定 

Mac (〇 S X )と RAL -2496 UT 1 を接続すると、 Mac からの出力は 
24 bit /96 kHz 出力になっています。 

ここでは 【Audio MIDI 設定】により格納された音楽ファイルのビットレート/ 
サンプルレートに合わせることで、音楽ファイルとの同一性を保つ設定をおこ 
ないます。 


fa OS エラー音を転送したくないときは 

通常の設定では、すべての音が伝送されます。エラー音を Mac 内蔵スピーカー 
から再生させ、音楽だけを伝送させる方法の概略を説明します。 

【サウンド出力設定をおこな〇】 

1 . 画面下方にある【システム環境設定】を開いてください。 

涪？匡)© 〇 


2 . 次に【サウンド】を開いてください。 


0 O ^ 


システム環境設定 

1 « ► | [ すべてを表示 

1 


パーソナル 

Q ■ 

❹ 

S 涵 _ _ 

Dashboard と Dock 

Expose 

Spotlight 

アピアランスセキュリティデスクトップと 芑語 環境 

スクリーンセーパ 

八ードウエア 



⑱め 

羲 


CD と DVD キーボードと 
マウス 

サウンド 

ディスプレイ フリントと 省エネルギー 

フアクス 


[Audio MIDI 設定をおこなう】 

1 . 画面右上にある【ハードディスクアイコン】をダブルクリックしてください。 



2 . 次に【アプリケーション】をクリックし、【ユーティリティ】を開きます。 



3 . 【Audio MIDI 】 を開きます。 



4 . ” Audio MIDI 設定”画面で下記のように設定をおこないます。 


デフオルトの出力— 
システム出力 — 
プロパティ ー 
オーディオ出力 — 


内蔵オーディオ 
内蔵オーディオ 

RAL -2496 UT 1 USB-Transport 
音楽ファイルのビットレート/サンプルレートに 
合わせて設定してください。 


0〇〇 


システム設定 

デフオルトの入力： 


Audio MIDI 設定 
オーディオが® MIDI^S 


4内蔵オーデノオ 


T ' 


デフォルトの出力：|[辛 RAL -2496 UT 1 
システム出力： r # 内蔵オーディオ 



プロパティ： 


tp RAL -2496 UT 1 USB - Tr ... 




⑦ 


クロックのソース： デフルト 

才ーデイオ入力 


入力が対応していません 


スピーカーを設定 


オーディオ出力 



ソース：デフ M ルト 


フォーマツト： 44100.0 Hz ▼) l 2 ch -16 ビツト 14^ 



Ch 音置つまみ 値 dB 消音 


V 

1 

|2 



3 . 【サウンドエフェクト】を指定し、”警告とサウンドエフェクトの 
再生装置”を内蔵スピーカーに設定してください。 


a 〇 〇 サウンド 

[◄ ►] I すべてを表示| (^| 


サウンドエフェクト出力入力 


警告音の選択 


名前 

楝類 

Basso 

内載 # 

Blow 

内葳 

Bottle 

内踱 

Frog 

内藏 

Funk 

内® 


警告とサウンドエフ: L クトの再生装置 
警告音の音置 


< 

選択したサウンド出力装菌 


せ 

RmL -24^6 U 1 1 USB - 1 ran^Duri 

■) 


4す 

0ユーザインターフェイスの TT ワンドエフェワト卺丹王 
0音置を変更するときにフィードパックを再生 0 


や)） 


0メニューパーに 音晕を表示 


4 . 【出力】を指定し、”サウンドを出力する装置の選択”を” RAL -2496 UT 1 
USB-T ransport ” に設定してくだ'さい。 

r 0 〇 ^ サウンド " 

I ◄ ►)[ すべてを表示丨 〇 


」 サウンドエフェクト f 出力 ) 入力 

サウンドを出力する装■の選択 



選択した装■の設定： 


選択した装■には、出カコントロールがありません 


⑦ 


主音量 ： H n 钃 >)) 一消音 

@ メニューパーに音最を表示 





























































































































B お問い合わせ Q 一般仕様 


0- i .本製品に関するお問い合わせ 

本製品に関するご質問がございましたら、下記弊社サポートセンターまで 
お問い合せください。お問い合わせの際には、巻末の「質問用紙」に必要事項 
をご記入のうえ、下記 FAX 番号までお送りください。折り返し、電話または FAX 、 
メールにて回笞いたします。 

なお、ご質問に対する回答は下記営業時間内とさせていただいておりますの 
でご了承ください。また、ご質問の内容によりましては弊社にてテスト/チェッ 
ク等をおこなろ関係上、回笞までに時間を要する場合もございますので、予め 
ご了承くださいますようお願い申し上げます。 


※24bit/96kHz 出力時に〇 PTICAL 接続をご利用される場合、 24bit/96kHz 対応の 
光デジタルケープルをご使用ください。 

※C〇AXIAL接続をご利用される場合、了 5Q の同軸デジタルケープルをご使用ください。 
※バソコンへの音楽や音声の入力はできません。 

※本製品は国内仕様となっており、海外での保守、およびサポートはおこなっておりません。 
※製品改良のため、予告なく外観または仕様の一部を変更することがあります。 


ホームページで最新の情報をお届けしております。 

またホームページ上からのご質問•お問い合わせも可能です。 
http :// www . ratocsystems.com / 


ラトツクシステ厶株式会社サボートセンター 

亍 556-001 2大阪市浪速区敷津東 1-6- 14朝日なんばビル 
TEL 大阪：〇 6-6633-018 〇東京：〇 3-5 2〇了-6 41〇 
FAX :〇 6-6633-8285 ( FAX は2 4時間受付） 

営業時間月曜〜金曜1〇:〇〇〜13:〇〇、14:〇〇〜17:〇〇 
土曜•日曜•祝日及び弊社指定の休日を除く 


型 



番 

RAL -2496 UT 1 

名 



称 

USB Digital Audio Transport 

対 

麻 

〇 

S 

Windows 7/ Vista / XP ※ ㊀ ヰビット版にも対ま。 

Mac OS X 1 0.1 以降 

対 

iiS 

機 

種 

USB ポート搭■しだ: WindowsPC まだ:は Mac 

U 

SB 

入 

力 

USB 1.1 (USB Full Speed , 12 Mbps ) 

接続コネクタ 

USB - B 端子 

L E 

DO 

ジケ 

-夕 

USB 二 USB オーディオデバイスとして認識 

44.1 kHz -48 kHz -96 kHz 二受信中 

電 

源 

電 

圧 

+5 V ( USB ポートより供給） 

消 

費 

電 

流 

32〇 mA (へッドホン出力時） 

動 

作 

環 

境 

温度：〇〜 55° C 、 湿度： 2〇〜80% (ただし結露しないこと） 

才 - 

ディオ 

出力 

端子 

デジタル OPTICAL (角型） X 1/ C 0 AXIALX 1 
(96 kHz /88.2 k Hz /48 k Hz /44.1 k Hz • 24 bit /16 bit 、2 ch ) 
アナログ RCAX 2 (2 ch - 24 金メッキ）/〇.了 Vrms 
ヘッドホン出力（ステレオミニジャック） / I.OVrms 

外形寸法/重量 

100 ( W ) X 83 ( D ) X 43 ( H ) mm (突起部含まず）/ 約 280 g 

対 




光•同軸デジタル入力端子、またはライン入力端子（アナログ）を 

才 ■ 

-ディ 

才機器 

ちったオーディオ機器 

製 

品 

内 

容 

本体、 USB ケーブル(約1 00 cm ), ユーザーズマニュアル、 

ステップアップガイド、保証書 

保 

証 

期 

間 

1年間 


0-2 .修理について 

万一故障した場合は、本製品に添付の保証書記載内容に基づし彳て修理いたし 
ます。 

故障と思われる症状が発生した場合は、まず本書を参照し、接続や設定が正 
しくおこなわれているかどろかご確認ください。現象が改善されない場合は 
、弊社ホームページの下記アドレス「修理について」を参照し、弊社修理セ 
ンター宛に製品をお送りください。 

また修理に関してご不明な点がありましたら、弊社サボートセンターまでご相談 
ください。 


〈製品送付先〉 

ラトックシステム株式会社修理センター 
亍 556-001 2大阪市浪速区敷津東 1-6-1 4朝日なんばビル 
TEL : 〇 6-6633-0180 

〈送付頂くちの〉 

•本製品の保証書の原本 
•製品 

•質問用紙（本書巻末の「質問用紙」に現象を明記してください。） 
〈送付方法〉 

宅急便等、送付の控えが残る方法でお送りください。 

弊社への修理品の送料は、送り主様がご負担ください。返送の費用は、 
弊社が負担いたします。 

輸送中の事故に関しては、弊社はいかなる責任ち負いかねますので、 
ご了承ください。 

〈修理費用〉 

保証書に記載の保証期間•条件のもと、有償となる場合があります。 
詳細は保証書をご覧ください。 


修理についてのご案内 

http :// www . ratocsystems . com / services / repair / contents.html 


RAL -2496 UT 1 質問用紙 


(第 2.0 版) 


ラトツクシステム株式会社サボートセンター宛 

お手数ですが、拡大コピーの上必要事項を記入して、 FAX でお送りください。 


FAX ： 06-6633-8285 


氏名 


会社■学校 

※法人登録の方のみ 

部署■所属 

※法人登録の方のみ 

住所 

〒 

TEL 


FAX 


メール アドレス 


製品型番 

RAL -2496 UT 1 

シリアル番号 

96 UT 

購入店名 


購入 年月日 


パソコン機種 

メーカー 名 


型番 


使用 0 S 

Windows 

□ 7 DVistaDXP 

Mac 

□ Mac OS X (Ver ) 

オーディオ機器 

メーカー 名 


型番 


質問内容 


添付資料 



提供いただいたお客様の個人情報は、サポート目的のみに使用し、他の目的には使用しません。 
弊社の個人情報取り扱いに関する詳細は、弊社ホームページをご覧ください。 
http://www.ratocsystems.com/info/privacy.html 
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